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文部省から依頼された桑田親五訳 f幼稚関 上j(3)が刊行されるのは明治9年(1876) 1丹である。果
たしてこの翻訳が設置認可能に依頼されたか、設置認可後に依頼されたか不明であるが、ともかく、文部
省はフレーベル流の幼誰圏教育の導入に向けて早くから手は打っているのである。ただし、具体的な準備

































みは「そいJ)てーの大屋を起し 高徽(注;読みは fこうへいJ) にしてよく空気を流通せしむべし
簡には草を布き花を栽え又噴泉を造らば吏に好し 美麗なる薗留を備ふベし 室内に腰をかくべき
鹿を設け 又小児の為に媛主主あるべし 又低きテーブル 又体操及び遊戯奔走すべき場所寛くあるべ
し 広室には花をJ、て飾り爵図其地心日を喜ばしむ物を備へ 置くべし 種々の旗をも立つべし
第三 フレーベル氏の幼稚閣の事を了解する婦女を得ること再肝要なり この婦人は 考思する習


















































































































ともかく幼稚留の開業から正規の間関式までの 1年の問、明治9年 (1876) 3月22日、米国へ向け渡杭









































































































































1. 1. 4 クララの幼誰問教育啓発
南雲元女の論稿によると、松野クララは、明治10年 (1877) 8月、群馬県に出向し、前橋と高崎で「幼
誰鶴間誘式J(注;デモンストレーションのようなもの)と「幼稚園設置ノ要旨ヲ演説jをしており、大

























































































































































































































































































































































































































1. 2. 1 クララによる保育法伝習と試行錯誤の時期
クララによる保育法の f傍習Jがなされる前に、わが国でまとまった形でフレーベル主義保育を紹介す
る刊行物としては、明治9年 (1876) 1月に、文部省から発行された桑田親五の訳書 f幼稚園 上j(稲
垣千頴校・那珂通高 訂。英臨人口ンジ夫妻共著)怖と、明治9年 (1876) 7丹に、東京女子部範学校
から発行された鴎 信三の訳書 f幼穂留記 ー・二・三J(ニューヨーク師範学校長ドゥアイ著or幼稚園
附録J(ま明治10年7月申告、向12月刊行となっている)加がある。



































































































































































































写真(6)ー 2 r幼韓関 上j中の「六色の小建(第一に授ける琉器)Jの遊び方の例(37)
100 前村 晃







































































































































































































クララの4ヶ月余りの講義と、明治9年 (1876) 1月発行の桑田親五の訳書 f幼稚国 巻上j、明治10












































解関 形体積 計数 形物三 小話 球ノ 十回
( 遊五
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環置 積芳{本三 芳体寵三 紙勢 干体形支 形 十聞
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[I'i] 同 問 同 同室内室二十分
間イ操本歌H島問 問操体十二





































































































































































































































































































図画法 (94種)、第十一刺紙法 (93種。一部abcなどといったバリエーションを除く)、第十二鱗紙法 (136
種)、第十三，思物努紙法 (96種)、第十四恩物織紙法 (65f齢、第十五恩物組板法 (93種)、第十六盟、物連板























明治11年 (1878)末までには、出版物では、明治9年 (1876) 1月の桑田親五の『幼韓関 巻上J、明
治10年 (1877) 7月の f幼稚園巻ヰlj、明治11年 (1878) 6月の f幼稚園巻下jがあり、また、明治
9年 (1876)7丹には関信三の『幼稚国記ーニミj、明治10年 (1877)12月の f幼稚闘記f>it主義j
豊田英雄と主主創期の幼稔園教育に関する研究(6)
とプレーベル主義保育の定藷期の実相一 115 


















































































0第八十九 f手事J(辻高節撰詩人 O第二十五「ははそばJ(上真節撰曲)、 O第1i十二「我が行








0第三「民主事J(東儀季芳撰譜・豊田英雄詠か)、 0第五「天鶴群(たづむら)J (山井基万撰譜)、 O



















十六 f春の山辺J(古今集素性法師詠・東儀俊慰撰譜)、 O第七十九 f不二の山J(万葉集 山部赤
人詠・東儀季芳撰譜)
・明治12年 (1879) 2丹5日<2忠〉
0第九十二「めかくしおにあそび(注;仮題)J (最田英雄訳・奥 行業撰諸)、 O第九十三 fこねづ
みJ(豊田英雄訳・東儀季長撰譜)
・明治12年 (1879) 5月10日<6蘭〉







広守撰曲)、 O第七十「山時鳥J(近藤 浜詠・東儀季芳撰曲)、 O第八十一「こがいJ(拾遺集兼
盛詠・林広季撰諮)
-明治12年 (1879)1月<10由〉
0第十三「明石の浦J(柿本人麻呂詠・多久 随撰諾)、 O第十四内自の藤J(橘 二子蔭詠)、 O第十五





0第九十四「泰J(近藤浜訳・林広守撰譜)、 O第九十五 f夏J(近藤浜訳・林広守撰諮)、 O
第九十六「秋J(近藤浜訳・林広守撰譜)、 O第九十七 f冬J(近藤浜訳・林広守撰諮)
-明治13年(1880)5丹20日<6出〉
0第三十七 f竹之根J(橘 千蔭詠・出井基万撰譜)、 O第三十Af行巡(ゆきめぐり)J(後古今集




0第二十 f鏡I1JJ(林広守撰曲)、 O第部十九「ふりぬる文J(芝葛鎮撰譜)、 O第八十閤 fl1J吹J
(東儀季!開撰諮)
-上申日不祥<17出〉
0第十七 f大和撫子J(権掌侍税所敦子詠・林 広継撰譜)、 O第十八「若紫J(権命婦平尾歌子詠・
多忠、廉撰譜)、 O第十九 f君が代J(林広守諜譜)、 O第二十一「海行かばJ(東犠季芳撰政)、 O
第四十f六の球(注;むつのたま)J (豊田英雄訳・辻 高節撰譜)、 O第四十一f赤色J(豊田英雄訳・
奥好寿撰譜)、 O第四十二「黄色J(豊田英雄訳・豊喜秋撰譜)、 O第間十三「青色J(豊田英雄訳・
多久隠撰譜)、 O第西十四 f柑色J(豊田英雄訳・奥好義撰誇)、 O第四十五「縁色J(豊田英雄訳・
多忠康撰譜)、 O第四十六f紫色J(豊田英雄訳・豊 時都撰諸)、 O第四十七「元急J(豊田英雄訳・


































「うなゐのみちびきJ(豊田英雄訳、芝 枯夏撰泊)、明治12年 (1879) 1月16日上申
「教の道J(豊田英雄訳、 時都撰諮)、明治12年 (1879) 1月16日上申



































































































































































































































附 陸上自衛隊北熊本修親会編 f新編西商戦史』、原審E号、昭和54王手、 p.251
(1) 中村理平 f洋楽導入者の軌跡一日本近代音楽史序説-J、万水出版、 1993年、 p.202















同 念橋惣三「歳出英雄女史御慰安舎に列して」、 f幼児の教育(第四十一巻第二競)、日本幼稚i護協会、昭和16年、 p.29

















倒氏原銭「幼機関方法」、竹村 - r幼稚園教育と健康教育j、ひかりのくに昭和出級、昭和35年、 p.151
榊前掲議、関信三訳『幼稚園記三j、p.2、岡田正率皇制筆、 p178






































小西信八 f私の監事時代」、 f幼児の教育J(第29巻第一誠)、日本幼稚間協重量、昭和4年、 p.23
前掲窪、倉橋・新庄、 p.90
清水たづ手記「保育唱歌j、明治16年
前掲者、中村王室平、 p.215
よ1~議、 p.215
豊田英雄「幼児教育の今昔」、『幼児の数予持、日本幼稚園協会、昭和14年、 p.16
東京都編 f東京の幼稚関j、東京都発行、昭和41年、 p.l84
核)11楳子 fメーソンとの別れに送る歌」、横川i楳予文議、八王子市郷土史料館
第一巻j、音東京音楽学校濡
村日目126 
????????????
?????????????
(68) 
??????????????
なお、本稿執筆にあたっては、高橋j青賀子氏、茨城県立歴史資料舘、茨城県立図書館、お茶の水女
子大学時属閣書館、佐賀大学部属図書館、人王子市立郷土資料館のみなさまに大変お世話になりまし
た。ここに改めて深く郷礼申し上げます。
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